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○ 法人の概況
1 名 称  公益財団法人岩手県漁業担い手育成基金

2 設立年月日 平成 3年 10月 1日

(公益財団法人移行登記 日 :平成 24年 4月 1日 )

3 所在地  盛岡市内丸 16番 1号 (岩手県水産会館 5階 )

4  目  的

この法人は、漁業生産を担 う漁業者の確保及び育成を図るため、漁業を志向する青

年等の就業の促進及び青少年等の漁業に対する理解の向上や青年等漁業者の漁業経営

及び漁家生活等の改善向上を図るための自主的活動等に対 して支援を行ない、もつて

本県漁業・漁村の健全な発展に寄与することを目的とする。

5 事 業

(1)漁業担い手の確保に関する支援事業

(2)新規漁業就業者等の育成に関する支援事業

(3)青年等漁業者の経営等の改善向上に関する組織活動支援事業

(4)地 区における漁業担い手対策を総合的に推進するための協議会活動支援事業

(5)そ の他この法人の目的を達成するために必要な事業

6 所管官庁 岩手県

7 代表者  代表理事 大井誠治 (岩手県漁業協同組合連合会代表理事会長 )

8 基本財産額  510, 000千 円

出損状況

区   分 1川体数 出捐総額 (千円) 比率 (%) 摘 要

県 1 250, 000 49

市 町 村 12 75, 000 一５ 沿岸市町村

漁 業 団 体 36 175, 000 34 漁協、連合会等

そ の 他 1 10, 000 2 海づくり大会寄付金

一言
ロ 50 510, 000 100



事   業   報 差
ロ

(平成 29年 4月 1日 ～平成 30年 3月 31日 )

1 当法人の現況に関する事項

(1)事業の経過及び成果

東 日本人震災から 7年が経過 し、本県漁業の復 1日状況は、漁業生産の基盤 となる漁

船や養殖施設はほぼ復 1日 している状況にあり、また、生産面では、ワカメ・コンブの

海藻類の養殖に加え、貝類養殖についても出荷は震災前に戻 りつつあります G

また、背後施設等復 1日 については、用地造成が完 Fし 、復興住宅の建設、住宅の高

台移転等進んできています .

生産体制については、「がんばる養殖Jが終「 し、グルーブ生産から個人生産
への移

行が進んでいますc今後は、高齢者の養殖からの離脱による生産量の減少が ,と 配ヽ され

るところです.個 人経営体数については、平成 25年度 (第 13次)漁業センサスに

よると前日の 5,204に比べ 3,278と 63%と 大幅に減少 してお り、担い手の確保が急務

となつています c

このため、平成 29年度の事業運営におきま しては、震災前のように担い手の確保、

育成、若青年漁業者の活動支援を中心に助成事業を展開して参 りましたが、一部で中

止 した事業等もあり、計画を下回つた実績 となりました。

国の漁業復興担い手確保支援事業につきましては、本年度が最終となり、研修実績

に基づく精算や資格等習得に対する支援について全国漁業就業者確保育成センターか

らの事務委託を受け事務指導を実施 しました。最終的には新規就業者確保支援事業に

ついては、165名 が研修を受け、資格習得支援事業については、延べ 814名 が活用 し

小型船舶操縦十等の資格の取得をするなど、本県漁業担い手の維持・確保に努めまし

た。

また、就業相談や漁業就業者フェアでの本県漁業の理解促進のため、動画や写真資

料の作成収集に努めるとともに、東京、仙台で開催された漁業就業支援フェアに参

加 しましたc

単位 :円

事 業 別 予算額 (円 ) 決算額 (円 ) 達成率(%)

基金助成事業 4,277,378 3,292,114 77.0

漁業担い手対策推進事業 (受託事務事業 ) 656,000 533,104 813

計 4,933,378 3,825,218 775

区  分 平成 26年度 平成 27年 1支 平成 28年度 平成 29年度

経常収益

経常費用

13、 123.196

15,199,915

11.444.210

9,651,711

9,643,823

9.872.138

9,710,132

8,986,628

(2)財産及び損益の状況
単位 :
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当期経常増減額

当期 ―般正味財産増減額

△ 2,076,719

△ 2,076,719

∠ゝ 228,315

∠ゝ 456,795

723,505

723,505

4,900,490当期指定正味財産増減額 18,429,542 70,582,176 ノA、 24、 090、 410

正味財産期末残高 568,714,927 641,139,602 616,592,397 622,216,392

注 :指定正味財産増減額は基本財産 (投資有価証券)の評価益によるもの。

事業の実施状況

ア 青少年、漁業志向青年等の漁業就業促進・維持確保に関する活動支援

(ア ) 漁業担い手確保対策事業

①  小中学生漁業体験 。学習事業
地域の小中学生を対象とした漁業体験 。学習に対し助成した。

14件 (参加小中学生等 913名 ) 助成額 649,485円
②  水産高校等連携育成事業
水産高校等と連携して実践的な技術向上を目的とした現場実習等に対して助

成した。

2件 (参加人数 33名 )   助成額 150,000円
③ 漁業志向青年等体験学習事業
漁業就業を志向する青年等を対象とした漁業体験学習の開催を支援した。

1件 (参加人数 2名 ) 助成額  67,500円

イ 新規漁業就業者の育成に関する活動支援
(ア )漁業担い手育成対策事業

①  新規漁業就業者技術研修事業
新規漁業就業者が自立経営を目指し地元先達漁家において行う起業に必要な

基礎的知識 。技術の習得の研修を支援した。

1件 (研修受講者 1名 )

ウ 青年等漁業者組織活動支援事業
(ア )研 究グループ等活動事業
①  研究実践活動

助成額  296,000円

研究グループ等の研究実践活動動経費に対し助成した。

5件 (参加人数 45名 )  助成額 966,043円
②  研修活動
研究グループ等の研修活動経費に対し助成した。

3件 (参加人数 11名 )   助成額 540,470円
(イ )青年等交流活動事業
①  情報交換会の開催等
全国漁村青壮年・女性活動実績発表大会への参加、未婚漁業者等交流会の

開催に対し助成した。

4件 (参加人数 17名 )   助成額 467,210円
②  地区活動実績発表大会

1,792,499

1,842,499
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」F漁青連支部が開催する地区活動実績発表大会の開催に対し助成した。

1件 (参加人数 52名 )   助成額  70,000円
(ウ )地域リーダー研修事業

漁業士会、県漁協女性部連絡協議会が主催する研修会、交流会の開催に対

し助成した。

1件 (参カロ人数 72名 )   助成額 85,406円
工 漁業担い手対策推進事業 (漁業復興担い手確保支援事業受託業務 )
全国漁業就業者確保育成センターからの事務委託を受けて、漁業復興担い手確

保支援事業 (国庫補助事業)の活用促進や相談・事務指導等を実施し、本県漁業

担い手の維持確保に努めた。 事業費 533,104円

事業区分 受入機関数 研修生数
事業費 (千

円)

1新規就業者‐漁家子弟‐(9.4万円/月 ) 24 25 17,983

2新規就業者‐未経験者 ― (9.4～ 18.8万 円/

月 )
13 26,352

3資格習得支援 (講習会受講料 ) 延 125 7、 403

平成 29年度の合計 延  37 延 165 51,737

注 :事業費は国から研修生受入機関に交付された補助金の額 (指導謝金等)

オ 漁業就業相談・情報提供
漁業就業支援フェアや各種就業相談会に参加し漁業就業相談を行うとともに、

当基金への問い合わせや訪問者に対し随時相談に応じた。

① 平成 29年 7月 9日 (日 )全国漁業就業支援フェア 2017(東京都)

相談来場者 8名  出展団体 5団体
② 平成 29年 7月 15日 (土)全国漁業就業支援フェア 2017(仙台市)

相談来訪者 延 32名  主店団体 6団体

(0 重要な契約の状況

契約年月日 相手方 契約金額

(円 )

契約期間 契約の概要

H29.4.1
全国漁業就業者確保育成

センター
656,000

H29_41

H30.3.31

H29年度漁業復興担
い手確保支援事業の

事務受託

H29.4.3 ムービングワークス 624,240
H29.43-Ψ

H30.3.15

「漁師の仕事J DV

D制作業務委託
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(6)

(5)役職員の状況

前年度末

現  在
本年度 本年度末

現  在 備 考
増 減

役員 代表理事

理  事

監  事

1

6

2

０

　

　

１

　

　

１

０

　

・１

　

１

1

6

2

一〓
ロ 9 1 1 9

職員 事務局長

非常勤職員

1

1

0

0

0

0

1

1

計
０
４ 0 0 2

合  計 1 1

役員会等の開催状況

ア 評議員会の開催状況
① 平成 29年度第 1回評議員会
日  時 :平成 29年 6月 16日 (金) 13:03～ 14:15
場  所 :盛岡市内丸 14番 4号 泉金物産ビル 4階会議室
決議事項 第 1号議案 平成 28年度事業報告、貸借対照表、正味財産増減計

算書及び財産目録の承認について

第 2号議案 平成 29年度予算の補正について
第 3号議案 公益目的事業、その他の事業 (相互扶助等事業)の内

容の変更について

第 4号議案 特定費用準備資金の保有について
第 5号議案 監事の辞任に伴う補充選任について
第 6号議案 任期満了に伴う理事の選任について
第 7号議案 評議員の死去に伴う補充選任について

以上原案のとおり承認

② 平成 29年度第 2回評議員会 (定時評議員会)
日    時 : 平がこ30名干13月 9 日 (金)  14:30-15:08

場  所 :岩手県水産会館 5階中会議室

決議事項 第 1号議案 平成 30年度事業計画及び収支予算について

第 2号議案 理事の補充選任について

以上原案のとお り承認

評議員会出席状況

役職名 氏名
第 1回
H29.6.16

第 2回
H30.3.9

臨
嗽

評議員 岩脇 洋一 出 席 出 席 2

5



評議員 門坂 繁樹 出 席 出 席 ９

“

評議員 佐 藤 信 逸 欠  席 欠 席 0

1評議員 吹切 守 出 席

評議員 平子 昌彦 出 席 欠 席 1

評議員 崎山恵美子 出 席 出 席 2

評議員 金澤 広利 出 席 出 席 1

評議員 五 日市知香 出 席 欠 席 1

評議員 大 森 正 明 出 席 出 席 2

評議員出席の計
″
‘ 6

注 :第 1回評議員会については、猪又前評議員死去のため現員8名

イ 理事会の開催状況

① 平成 29年度第 1回理事会
日  時 平成 29年 5月 29日 (月 )11:03～ 12:10
場  所 盛岡市内丸 14番 4号 泉金物産ビル 3階会議室
決議事項 第 1号議案 平成 28年度事業報告、計算書類及び財産目録の承認

について

第 2号議案 平成 29年度予算の補正について
第 3号議案 公益目的事業、その他の事業 (相互扶助等事業)の内

容の変更について

第 4号議案 特定費用準備資金の保有について
第 5号議案 監事の辞任に伴 う補充選任に係る候補者の推薦につい

て

第 6号議案 第 1回評議員会召集の件について

第 7号議案 評議員の死去に伴 う補充選任に係る候補者の推薦につ

い

~C

以上原案のとおり承認

② 平成 29年度第 2回理事会
日   日寺 平成 29年 6月 16日  (金 )

場  所  (書面決議 )
決議事項 代表理事 1名選定の件

以上原案のとおり承認

③ 平成 29年度第 3回理事会
日    時  平がを30年 2月 20 日 (クk)13:00-14: 13

場  所 盛岡市内丸 16番 1号 岩手県水産会館 5階中会議室
決議事項 第 1号議案 平成 30年度事業計画及び収支予算について
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第 2号議案 理事の補充選任に係る候補者の推薦について

第 3号議案 公益目的事業、その他の事業 (相互扶助等事業)の内
容の変更について

第 4号議案 特定費用準備資金の内容 (実施内容、計画期間、実施
予定時期、算定根拠)について

第 5号議案 平成 29年度第 2回評議員会の開催について
以上原案のとおり承認

理事会出席状況

ウ 監事監査会
日    時  平成 29年 5月 17 日 (水 )9:30～ 17:00

場  所 岩手県水産会館 5階小会議室

監査事項  。平成 28年度事業報告について
。平成 28年度決算について
。理事等の業務執行について

出席監事 監事 盛合久雄

工 助成事業審査会
日    時  平成 30年12り弓 9 日 (て金i) 14:00-15: 30

場  所 岩手県水産会館 5階小会議室
審査事項 平成 30年度助成事業要望の審査について
出席委員 委員長 武蔵達也 委員 根田幸三 委員 伊藤満

沿岸広域振興局水産部上席水産業普及指導員 山野目 健

役職名 氏名
第 1回
H29.5.29

第 3回
H30.2.20 Ш席酸

代表理事

理 事

大 井 誠 治 出 席 出 席 2

1五日市 周三 欠 席 出 席

理  事 藤 島 純 悦 出 席 出 席
，

“

理 事

理 事

工 藤 大 輔

横 山 英 信

出 席 出 席

欠 席

２

一

〇欠 席

理  事 小野寺  恵 出 席 出 席 2

理  事 伊 藤 正 明 出 席 欠 席 1

監  事 佐 藤  修 出 席 1

盛 合 久 雄 出 席 出 席 2

理事の出席数 5名 5名



官古水産振興センター上席水産業普及指導員

県北広域振興局水産部上席水産業普及指導員

2 役員等に関する事項

(1)組織

(2)評議員名簿

(3)役員名簿

日向圭哉

藤本勝彦

在平成 30年 3月 31日

区分 氏  名
常勤・非常

勤
他 [ヽ
」1体等のイ交晴え1人沙古

評議員

評議員

岩脇 洋一

門 坂 繁 樹

非常勤 岩手県信用漁業協同組合連合会長

非常勤 」F共水連東北事業本部岩手支店長

評議員

評議員 吹切 守

逸
一
信
一
藤
一
佐
一

非常勤 山田町長

岩手県漁業士会会長

」F岩手漁青連副会長

岩手県漁協女性部連絡協議会副会長

非常勤

評議員 昌彦平子 非常勤

非常勤評議員 崎山恵美子

評議員 金澤 広利 非常勤

非常勤

岩手県産業教育振興会事務局長

評議員 五 日市知香 パイロットフィッシュ代表取締役

評議員 大森 正 明 非常勤 閉エコニクス技術顧問

任期 :平成 28年 6月 17日 ～平成 32年 6月 の定時評議員会終結時

(平成 30年 3月 31日 現在 )

区分 氏  名
常勤・非常

勤
他団体等の役職状況

代表理事 大 井 誠 治 非常勤 岩手県漁業協同組合連合会代表理事会長

理  事 五 日市周二 非常勤 岩手県農林水産部水産担当技監

岩手県漁業共済組合専務理事

岩手県議会議員

岩手大学人文社会科学部教授

理  事 藤 島 純 悦 非常勤

理  事 工藤 大 輔

横 山英 信

非常勤

非常勤理  事

理 事

理 事
小野寺 恵

五日市周三

非常勤 食品開発プロデュース メグミプランニング代表

非常勤 岩手県内水面漁業協同組合連合会専務理事

助成事業審査会

代表理事
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監 事 佐藤 修 非常勤 岩手県町村会事務局長

監  事 盛合 久雄 非常勤 岩手県信用漁業協同組合連合会 常勤監事

任期 :理事 平成 27年 7月 ～平成 29年 6月 の定時評議員会終結時
監事 平成 27年 7月 ～平成 31年 6月 の定時評議員会終結時

(a助成事業審査会委員名簿

(5)退任した役員等

氏 名 退任時の地位 退任 口 退任理由

猪又良彦 評議員 平成 29年 4月 12日 死 去

向井田敏宏 監 事 平成 29年 3月 31日 辞任

伊藤正明 理  事 平成 29年 6月 21日 辞任

3 業務の適正を確保する体制

(1)理事の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

評議員会、理事会の議事録や関連資料、菓議書、報告書等の情報について、保存期

限を定める等の必要な保存・管理を実施している。

(2)理事の職務の執行が適正かつ効率的に行われることを確保するための体制

代表理事の職務執行状況に関する理事会への報告、公印の管理、組織の分掌業務、

案件の重要度に応じた決裁権限等を定め、助成事業審査会を設置し、当基金全体と

して理事の職務執行の効率性を確保している。

(平成 29年 3月 31日 現在 )

区分 氏  名 所  属

委 員 長 武蔵 達也 岩手県水産技術センター首席普及指導員

副委員長 伊藤 満 岩手県農林水産部水産振興課担い手担当主査

委  員 佐々木安彦 岩手県漁業協同組合連合会指導部長

委  員 根 田 幸 三 (公財)岩手県漁業担い手育成基金事務局長

9



事 業 報 告 の 附 属 明 細 書

1 平成 29年度助成事業実績 (総括表 )

2 平成 29年度助成事業実績 (個別表 )

3 平成 29年度漁業復興担い手確保支援事業受託業務実績

4 平成 29年度主な庶務事項
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い
い

平成29年度漁業担い手育成基金事業実績総括表
事 業 区 分 実 施 主 体 件数 決算額 (円 ) 備考

1 漁業担い手確保対策事業
(17)

16

(14)

13

(1,050,000)

866,985
△ 183,015

△ 50,515(1)小中学生漁業体験・学習事業 漁業協同組合、水産高校
(700,000)

649,485

150,000(2)水産高校等連携育成事業 水産高校 2

(3)漁業志向青年等体験学習事業 1

(200,000)

67,500
A132,500

2漁業担い手育成対策事業 1 296,000

(1)新規漁業就業者交流事業 ０

一
１

一
〇

0

296,000(2)新規漁業就業者技術研修事業 漁船漁業経営体

(3)0」 T研修支援事業 0

3青年等漁業者組織活動支援事業 (16)

14

(9)

8

(2,931,378)

2,129,129

(1,985,818)

1,506,513

∠ゝ 802,249

(1)研究グループ等活動事業 A479,305

① 研究実践活動 漁業青年部・研究グループ ５

一の

３

(986,118)

966,043
A20,075

② 研修活動 漁協青年部
(999,700)

540,470
A459,230

③ 資格取得活動 0 0

(2)青年等交流活動促進事業 ５

一

４

一一

(745,560)
537,210

A208,350

① 情報交換等活動・交流活動 (675,560)

467,210

70,000

A208,350

② 地区活動実績発表大会

(3)地域リーダー研修事業 (漁業士会活動等) 漁業士会本部、支部
(2)

1

(200,000)

85,406
∠ゝ 114,594

4地区漁業担い手対策推進協議会活動事業 0 0

合計
(34)

31

(4,277,378)

3,292,114
A985,264



平 成 29年 度 事 業 実 績 (個別表)
公益財団法人岩手県漁業担い手育成基金

N

1漁業担い手確保対策事業
中学生漁業体験・学習事業 単位 :円

地 区 実施主体 活動の内容 (課題名) 実施場所 実施期間 日数 参加人数 指導者・協力機関等 事業費 助成額 備考

大船渡

大船渡市漁業協同組合 わかめ養殖種糸巻き付け体験
大船渡市末
崎町

11月 22日 1日 38名
大船渡市漁協、漁業
士 巷ヽ殖細合員 末ヽ崎

(119,530)

10769C

岩手県漁業士会大船渡
支部

管内小中学生の漁業体験学習支援
大船渡市百

浜、陸前高

田市広田

6月 2日 、6月 9日
12月 6日 3日 延51名

岩手県漁業士会大船
渡支部会員

(110,800)

59,160
50,00C

岩手県立高田高校 中学生一日体験入学 陸前高田市 8月 1日 1日 22名 岩手県立高田高校
(60,000)

51594

綾里漁業協同組合 少年水産教室 大船渡市
11月 2日

11月 7日 、11月 13日
3日 延64名 綾里漁業協同組合

(70,200)

106159

釜石

釜石湾漁業協同組合

【平田地区少年水産教室】
平田地区小学5年生 (40人 )を対象とし
たサケ増殖学習、サケ加工体験

釜石市平田
12月 4日

12月 8日
2日 延80名

釜石湾漁協、平田小学
校、釜石市沿岸広域振
興局水産部

100,000 50,000

新おおつち漁業協同組合
【吉里吉里学園中学音「】
・吉里吉里地区中学1年及び2年生 (49
名)を対象としたワカメ養殖学習

大槌町吉里

吉里

11月 14日

2月 20日 、2月 24日
3日 延29名

研おおフう凛励、百塁

吉里学園中学部、大槌
町、沿岸広域振興局水
塵凱

(98,000)

55,696

新おおつち漁業協同組合
女性部

【百里百里字園小学部】
・吉里吉里地区小学6年生 (30人 )を対
象としたサケ増殖学習、サケ加工体験

大槌町吉里

吉里
12月 2日 30名

Alrぉぉつb凛協ヌ1■
部、吉里吉里学園小学

部、大槌町、沿岸広域
llEml島ぅ★虐喜R

(75,000)

0

(50,000)

0

1]C'[]1小

からの助成

があり基金
日■滞 菫 輩

宮古 小本浜漁業協同組合 鮭に関する体験学習 岩泉町 11月 30日 1日 70名 小本浜漁業協同組合
(52,920)
70,600

50,000

重茂漁業協同組合 秋サケ関連体験 宮古市
4月 12日 、12月 13日

11月 30日 、12月 7日
6日 75名 重茂漁業協同組合

(64,000)

108.210
50,000

三陸やまだ漁業協同組合 水産体験学習 (マガキ、ホタテガイ、サう山田町
6月 5日
,日 ,,日

4日 48名 三陸やまだ漁業協同組
(50,240)
50456 50,00C

岩手県漁業士会宮古支音養殖作業等に関する体験学習
宮古市
山田町

5月 17日 、11月 21日
5月 26日

6日 ,6日  7日 5日
5日 延123名

岩手県漁業士会宮古
支部

(99,360)

68,000
50,00C

岩手県立宮古水産高校 中学生―日体験入学 宮古市 7月 28日 1日 135名 岩手県立宮古水産高校
(100,000)

59.777
50,00C



久慈

種市南漁業協同組合

宿戸地区少年水産教室
宿戸地区中学1年生 (32名 )を対象とし
たウニ捕り採捕、塩ウエ加工体験

洋野町宿戸
7月 23日 、7月 24日

7月 25日
3日 21名

指導漁栗士、僣月中字

校、岩手県立種市高

校、宿戸漁業研究会、

宿戸女性部、洋野町水

産商工課、県北広域振
皿愚フk産割

51,340 50,000

久慈市漁業協同組合

久喜地区少年水産妙室
・久喜地区小学4～ 6年生児童を対象と
した定置網起こし、ウニ剥lき、櫂こぎ、
海浜清掃体験
・久喜地区小学6年生児童 (16名 )を対
象とした鮭いくら、新巻づくり体験

久慈市
久喜

7月 22日

11月 14日 、11月 22

日

3日 延127名

久慈市漁協、久慈市漁
協久喜地区生産部・婦
人部、指導漁業士、久
慈市林業水産課、久喜
小学校・PTA、 県北広
域振興局水産部

(56,100)

49,485

(50,000)

49,485

計
(1,107,990)
988667

(700,000)

64948[
助成金

A50,515

業 単位 :円

地 区 実施主体 活動の内容(課題名) 実施場所 実施期間 日数 参加人数 指導者・協力機関等 事業費 助成額 備考

大船渡 岩手県立高田高校 水産クラブ研究活動 陸前高田市 5月 ～12月 165日 延15名 岩手県立高田高校
(120,000)

111,736
100,00C

久慈 岩手県立久慈東高校
地域水産物を利用した新たな水産加工

品食品の開発
久慈市 8月 ～1月 下旬 周年 生徒18名 岩手県立久慈東高校

(50,000)

70,100
50,00C

計
(170,000)

181836
150,00C

●●

士 単位 :円

地 区 実施主体 活動の内容(課題名) 実施場所 実施期間 日数 参加人数 指導者・協力機関等 事業費 助成額 備考

宮古
宮古市漁業就業者育成
協議会

体験漁業の実施 (漁業・養殖業の主要
作業の体験)

宮古市
12月 19日

2月 8日
2日 2名

宮古市3漁協、宮古市、
宮古水産振興センター

(220,000)

67,500

(200,000)

67,50C

助成金

当初
200_000

計
(220,000)

67.50C

(200,000)

67.50C

助成金
A132,500

1の合計
1,49ノ ′99Uノ

1199001
(1,050,000)

866,985

助灰笠

A183015

2漁 業担い手育成対策事業

指導者・協力機関等

業 単位 :円

地 区 受入経営体 (漁業種類 ) 研修生名 .年齢 研修の内容 研修場所 研修期間 日数 協力機関等 事業費 助成額 備考

大船渡 千葉幸男 (タラ延縄等 )
(小松美樹 (19歳 ))
及川拓郎 (36歳 )

マグロ(モウカサメ)はえ縄漁
業及びかご漁業の技術習得

大船渡沖
1月 5日 ～
2月 27日

54日

(うち37日 対

象 )
綾里漁業協同組合 296000 296,00C 研修生変更

296,000 296,00C

計 1 1



(3)0」 T研修支援事業
ア 国内先進漁家等

ヽ

2の 2e6,oool 296,

3青年等漁業者組織活動支援事業
(1)研究グループ等活動事業

践 単位 :円

地 区 実施主体 研究等課題 実施場所 実施期間 日数 参加人数 指導者等 事業費 助成額 備考

大船渡

綾里漁協小石浜青年部 CSAと連携した養殖ホタテの販路拡大
東京都、長
野県佐久市

11月 21日

,日 8日
2日 2名 綾里漁協

(281,580)

201.120
200,000

門之浜かき養殖組合 養殖用マガキ種苗の地場採苗試験
大船渡 TTl禾

崎町門ノ浜
湾

6月 23日 ～11月 27E 158日 11名

大船涙 ll漁協禾崎又
所、大船渡水産振興セ
ンター

(298,350)

288,468

(298,350)

288,468

宮古
小本浜漁業協同組合女

性部生活改善グループ
未利用資源を用いた商品開発及び試
験販売

岩泉町

6月 2日 、7月 24日 、
6月 21日

10月 8日  10日 ,9日
5日 D名 小本浜漁協、岩泉町

(103,768)

93,759

(103,768)

93,759

久慈

玉川浜漁業研究会

アワビ資源有効活用調査
・アワビ標識放流調査
・アワビ漁獲率調査

洋野町玉川
浜地区

10月 19日 ～2月 19E 124日 3名

岩手県水産技術セン
ター、県北広域振興局
水産部、玉川浜漁協

(54,000)

53,816

(54,000)

53,816

大尻漁業研究会

マボヤの採苗・養殖事業化試験の実施
・天然マボヤによる採苗試験 (陸上)
・養殖施設でのマボヤ養殖試験 (海上)

久慈市大尻
地区

7月 25日 ～3月 7日 226日 15名

岩手県水産技術セン
ター、県北広域振興局
水産部、久慈市漁協、
久慈市林業水産課

(356,400)

336,245
330,00C

計
(1,094,098)

973,408

(986,1181

966041

釜

　

，
０７

灰

２０

助

△

単位 :円

地 区 実施主体 研修先 研修の内容 研修場所 研修期間 日数(参加者 協力機関等 事業費 助成額 備考

釜 石

釜石湾漁業協同組合青
年部

山形県鶴岡市、新潟
県新潟市

魚類の活締めや神経抜き等
の技術研修及び活締め処理
による鮮魚の市場評価を調
査する。

・山形県漁協鼠ケ
関支所
(・新潟市中央卸売
市場 )
・宮城県石巻市

D月 25～ 26E 2日 (5名 )
釜石湾漁協、沿岸広域
振興局水産部

(392,000)

164,089

(250,000)

164,000

明‖多7C、 馴

成金変更
当初
250,000

申請

研修者氏名・年齢 研修先 研修の内容 研修場所 研修期間 日数 協力機関等 事業費 助成額 備 考

計 {

地 区 研修者氏名・年齢 易先 研修の内容 研修場所 研修期間 日数 協力機関等 事業費 助成額 備 考

1 1

( (



大槌帆立養殖組合青年蘭
北海道石狩市
北海道苫前町

新おおつち漁協のホタテ種百

購入先である北海道のホタテ

採苗方法と養殖方法を研修
する
^

・石狩湾漁協浜益

支所
・北るもい漁協苫前
す所

新おおつち漁協、沿岸
広域振興局水産部

(431,880)
0

(250,000)

0

漁協内部で

調整がつ

かず中止

宮古
小本浜漁業協同組合女

性部生活改善グループ
水産加工業者 (北海
道函館市 )

魚介類加工施設、市場及び

直売施設等での運営・集客
企画等の視察

北海道函館市、七
飯町

2月 23～ 25E 2日 (3名 )
函館市周辺の水産加
工業者、小本浜漁協

(249,700)

126,470

(249,700)

126,470

更
当初

久慈 野田漁友会 北海道厚岸町

シングルシードカキ養殖の先
進地 (北海道厚岸町)視察及
び情報交換の実施
・種苗生産施設の視察
・養殖漁場の視察
・情報交換

北海道厚岸町 6月 7～ 9日 3日 (3名 )
野田村漁協、県北広域
振興局水産部

(646,680)

327,585
250,000

計
(1,720,260)

618,144

(999,700)
540470

助 灰 釜

△ 459.230

0ロ

(2)青年等交流活動促進事業
ア 単位 :円

地区 実施主体 活動の内容 (課題名) 実施場所 実施期間 日数 参加人数 指導者・協力機関等 事業費 助成額 備考

全県 岩手県漁業士会 全国漁村青年・女性交流大会への参加 東京都 2月 28～ 3月 1日 2日 3名
(156,000)

15424C
(156,000)
130'40

全県
岩手県漁協女性部連絡
協議会

全国漁村青年 女ヽ性交流大会への参力「東京都 2月 28～ 3月 3日 4曰 1名
(250,000)

85,250

(200,000)

74,710

助灰釜

当初 20,000

申請 74.710

大船渡
岩手県漁業士会大船渡
支部

漁業士会を主体とした新規就業者の確
保育成

(東京都 )
東京都
仙台市

7月 9日

7月 15日
1日 1名

全国漁業就業者確保
育成センター

(119,560)

62,260

(119,560)

62,260

助灰金変

更
当初・申請
119.560

宮古
宮古市漁業就業者育成
協議会

宮古地区未婚漁業者等交流会 宮古市 2月 25日 1日 12名

宮古市漁業就業者育
成協議会、宮古漁協、
重茂漁協、田老町漁
協、宮古市、宮古水産
振興センター

(360,000)

201,133
200,000

計
(885,560)

502883
(675,560)
467,lC

助成金

∠ゝ208.350

地区 単位 :円

地 区 実施主体 活動の内容(課題名) 実施場所 実施期間 日数 参加人数 指導者・協力機関等 事業費 助成額 備考

久慈 」F岩手漁青連九戸支部
」F岩手漁青連九戸支部九戸地区活動
実績発表大会

久慈市 6月 21日 1日 52名

岩手県水産技術セン
ター、県北広域振興局
水産部 県ヽ漁連

(90,000)

77,332
70,000

地区 実施主体 実施期間 日数 参加人数 講師等 事業費 助成額 備考

計

小計
(2,814,3b8
159155
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計
(90,000)

77,332
70,000

小計
(975,560)
580,215

(745,560)
537,210

リーダー研修事業(漁業士 単位 :円

地 区 実施主体 活動の内容(課題名) 実施場所 実施期間 日数 参加人数 指導者・協力機関等 事業費 助成額 備考

大船渡
岩手県漁業士会大船渡
支部

宮城県漁業士会北部支部との交流会 宮城県

岩手県漁業士会大船
渡支部、宮城県漁業士

会北部支部、大船渡水

産振興センター、宮城
県気仙沼地方振興事
務所フk庸漁港部、市町

(107,780)

0

(100,000)

0

参カロ看少な
く、貸し切り
バス、講演

を取りやめ

たことから
r11ト

全県 岩手県漁業士会 漁業士研修会 盛岡市 6月 3日 1

72名 (委任出
席含め)

首席普及指導員、県普
及指導目 県ヽフk庸振興

(200,000)

'R9406

(100,000)

85406

計
(307,780)

289406
(200,000)

85406
助灰金

Al14.594

3の合計
(4′
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5特別対策事業

動の内容 (課題名)

単位 :円

地 区 実施主体 活動の内容 (課題名) 実施場所 実施期間 日数 参加人数 指導者・協力機関等 事業費 助成額 備考

計 0

5の
単位 :円

総合計
(5,891,688)

3945176
(4,277,378)

3,292,114
EJFTf
4985,264
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(事業報告附属明細書 復興担い手事務受託実績 )

平成 29年度漁業復興担い手確保支援事業受託業務実績
1 業務の実績
東日本大震災の被害に伴 う水産業従事者の離職を予防するため、岩手県内において漁

業復興担い手確保支援事業の制度周知・啓発及び計画書、精算書の作成指導を行った。

2 業務実績
(1)連絡調整及び計画書、精算書作成指導

新規就業者確保支援事業、資格等習得支援事業の精算書等の作成指導等問合せに対応

した。

事項 期 間 回数 口数 内容

一次受入機関等

への事務指導

29.4.1-

30.3.31
随時 365 日

新規就業者確保支援事業の精算書

類作成指導及び資格等習得支援事

業の計画策定及び精算指導

(3)制度利用者実績

平成 23年度から平成 29年度まで本制度を利用した研修生は 165人、資格習得受講

者は、延 814人 となっている。本年度は、新規開始の受け付けは修了していることか

ら研修 2年 目の精算を残すのみとなつた。精算事務指導及び研修修了者等の状況把握

に努め、随時、全国就業者確保 。育成センターに報告した。

事業区分
一次受入

機関数

二次受入

機関数
研修生数 備考

前年度から継続

新規就業者 (漁家子弟 )

新規就業者 (未経験 )

17

11

10

35

24

12

40

25

15

資格習得支援 12 延 125

計 延 29 35 延 165

2 業務実績額 単位 :円

区分
契約額

(A)

実績額

(B)

増減

(B)一 (A)
備考

指導事務費 656,000 533,104 △ 122,896 実績額の内訳は

別紙のとおり

計 656,000 533,104 △ 122,896
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平成 29年度漁業復興担い手確保支援事業岩手地区事務業務・経費内訳

1 公益財団法人 岩手県漁業担い手育成基金の指導事務費
区分 経費の内訳 金額 (円 ) 備考

賃金 職員  1人 ×27,200円 /月 ×12ヶ 月 =326,400円

超過勤務 (lh× 1,alo円)=1,600円

(lh× 2,000円 )=2,000円

小計  330,000円

臨職  1人 ×850円 X21時間=17,850円  小計 17,850円

計 347,850円

347,850

厚利
費
福
生

社会保険料  1人 。12ヶ 月         計 83,133円 83,133

旅費・交

通費

沿岸聞き取り調査   29,590円

全国就業者募集フェア 31,730円

H30年度国の事業説明会 31,690円

計 93,010円

93,010

通 信 運
搬費

電話料 12ヶ 月分  951円
切手代       984円 1,935

消耗品 コピー (用紙 。使用料) 1,632円

プリンターインク    5,544円

言17176円

7,176

一一

ロ 533,104
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(事業報告附属明細書 庶務事項 )

主 な 庶 務 事 項

年月 日 場 所 事記

29.4.1

4.10

4.18

4.21

4.26

4.27

5。 1

5.17

5.25

5.29

5.31

6.6

6.12

6.16

6.29

7.9

7.14

7.15

7.19

7.23

8.2

8.4

8.9

8.28

9。7

9.12

9.13

9.21

10.12

10.27

盛岡市

釜石市

釜石市 。大船渡市

釜石市

久慈市・洋野町・

野田村 。普代村

官古市・山田町

大船渡市

盛岡市

盛岡市

盛岡市

大船渡市

盛岡市

盛岡市

盛岡市

大船渡市

東京都

盛岡市

仙台市

陸前高田市

宮古市

盛岡市

釜石市

大船渡市

盛岡市

盛岡市

花巻市

盛岡市

釜石市

盛岡市

盛岡市

岩手県資源管理協議会通常総会及び第 1回定例会

確保対策 DⅦ 動画取材 (い さだ船曳網漁業)
漁業復興担い手確保支援事業現地指導

第 1回県水産普及総括主査会議

漁業復興担い手確保支援事業現地指導

漁業復興担い手確保支援事業現地指導

漁業復興担い手確保支援事業現地指導

監事による監査

平成 29年度いわてで働こう推進協議会担当者会議

第 1回理事会

大船渡市漁業就業者確保育成協議会第 1回 ワーキンググ

ループ会議

平成 29年度岩手県漁業士会総会

平成 29年度いわてで働こう推進協議会 (代表出席 )

第 1回評議員会

平成 29年度第 1回大船渡市漁業就業者確保育成協議会

漁業就業者支援フェア 2017東京

平成 29年度第 1回地域おこし隊・復興応援隊等研修会

漁業就業者支援フェア 2017仙台

確保対策 Dヽり 動画取材 (養殖ホヤ収穫 )

確保対策 DヽO動画取材 (養殖ワカメ採苗 )
第 1回いわて型漁業の人材確保 。育成検討会

「浜の魅力体験講座」企画提案選考委員会

大船渡市漁業就業者確保育成協議会第 2回 ワーキンググ

ループ会議

いわてで暮らそう !シンポジュウム

平成 29年度いわてで働こう推進協議会担当者会議

平成 29年度岩手県青年 。女性漁業者交流大会

岩手県資源管理協議会臨時総会及び第 3固定例会

県の漁業学校計画に係るロープワーク等の調査

第 2回いわて型漁業の人材確保・育成検討会

共同利用漁船等処分制限期間経過後の対応説明会
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(事業報告附属明細書 庶務事項 )

11.6～ 71北海道      1ヒ 海道立漁業研修所視察
11.141盛岡市     1第 3回いわて型漁業の人材確保・育成検討会

11.191盛岡市     1岩 手大学 「ふるさと発見大交流会J
11.211盛岡市     1岩 手県資源管理協議会第 4回定例会

11.291大槌町     1漁 業復興担い手確保支援事業修了者の状況調査
12.191釜 石 il∫     1第 3回県水産普及総括主査会議

12.211盛 岡市     1平 成 29年度いわて農林水産躍進大会

12.261大船渡市    1大 船渡市漁業就業者確保育成協議会第 4回 ワーキンググ
ループ会議

30.1.231盛岡市     1平 成 29年度いわてで働こう推進協議会担当者会議
1.241盛 岡市     1第 3 1plい わて型漁業の人材確保・育成検討会

1.291盛 岡市     1岩 手県資源管理協議会第 5回定例会

2.91盛間市     1平 成 29年度いわてで働こう推進協議会

2.161東京都     I H30年 度漁業人材育成総合支援事業説明会

2.201盛岡市     1第 2回理事会
2.221仙 台市     1全 国公益法人協会 2月 期定例講座

361盛岡市     |(公 財)岩手県水産振興基金平成 29年度助成事業審査
△
ム

3.81盛岡市     1着 手県資源管理協議会第 7固定例会及び臨時総会

3.91盛岡市     1第 2回評議員会

3.161釜石市     1釜 石地区漁業担い手対策推進協議会
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